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令和５年３月に令和５年度事業計画及び予算承認の理事会
決議（書面）がありました。又、令和５年６月に令和４年度
決算・事業報告承認の理事会決議（書面）がありました。今
年度は、コロナ渦でいずれも書面決議となりました。

④
奨
学
金
の
授
与
事
業

⑤
広
報
関
連
事
業

当
財
団
や
関
係
財
団
の
お
こ

な
っ
た
活
動
実
績
に
つ
い
て
、
広

報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
す

る
と
共
に
、
研
究
結
果
の
発
表
や

講
演
会
教
材
と
し
て
の
書
籍
等
も

発
行
し
ま
す
。

理事会開催
令和四年度 事業報告・決算承認

令和五年度 事業計画・予算承認

①
教
育
・
研
究
機
関
へ
の

助
成
金
交
付
及
び
支
援

事
業

産
官
学
の
連
携
に
よ
る
取
り

組
み
を
お
こ
な
い
、
優
れ
た
研

究
を
行
な
う
大
学
を
中
心
と
す

る
、
高
等
教
育
・
研
究
機
関
に

助
成
を
行
い
ま
す
。

③
教
育
セ
ミ
ナ
ー
・

講
演
会
等
の
開
催
事
業

教
育
・
研
究
機
関
へ
の
助
成
等

を
お
こ
な
い
、
得
ら
れ
た
成
果
を

広
く
世
間
に
公
表
・
提
言
す
る
為

の
教
育
セ
ミ
ナ
ー
や
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

国
際
的
な
人
材
育
成
を
目
的
と

し
て
い
る
教
育
・
研
究
機
関
に
お

い
て
、
優
秀
な
資
質
を
持
ち
な
が

ら
、
経
済
的
な
理
由
で
高
等
な
教

育
を
受
け
る
こ
と
に
支
障
を
き
た

す
恐
れ
の
あ
る
学
生
に
奨
学
金
を

授
与
し
就
学
を
支
援
し
ま
す
。

②
芸
術
的
資
質
育
成
事
業

世
界
に
通
用
す
る
芸
術
的
資

質
を
持
っ
た
人
材
の
発
掘
と
育

成
を
支
援
す
る
た
め
に
地
域
の

自
治
体
や
団
体
と
連
携
し
支
援

を
し
ま
す
。

ま
た
、
芸
術
的
資
質
育
成
と

共
に
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
資
質
育
成
と
地
域
の
活
性
化

に
資
す
る
活
動
を
実
施
さ
れ
て

い
る
団
体
に
対
し
て
も
、
支
援

を
行
い
ま
す
。



令和５年度 事業進捗報告

本
年
度
は
、
地
域
を
活
性
化
す
る
活
動
や
研
究
へ
の
支
援

を
積
極
的
に
行
な
っ
て
い
る
追
手
門
学
院
大
学
と
大
阪
大
谷

大
学
に
対
し
、
助
成
金
を
交
付
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
産
官

学
の
連
携
に
取
組
み
、

優
れ
た
研
究
を
行
な

う
大
学
を
中
心
と
す

る
高
等
教
育
・
研
究

機
関
に
助
成
を
行
な

う
予
定
で
す
。

①
教
育
・
研
究
機
関
へ
の

助
成
金
交
付

②
芸
術
的
資
質
育
成
支
援
事
業

こ
れ
ま
で
は
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
が
、
開
催
ニ
ー

ズ
が
減
少
し
て
き
て
お
り
、
本
年
度
は
芸
術
的
資
質
を
広
義
に
捉
え
、
芸

術
・
ス
ポ
ー
ツ
分
野
の
振
興
の
た
め
、
そ
の
人
材
育
成
に
力
を
入
れ
て
い

る
団
体
に
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
も
引
き
続
き
関
西
学
生
柔
道
連
盟
と
伴
に
津
市
の
偉
人
「
谷
川
士

清
」
を
顕
彰
す
る
書
道
コ
ン
ク
ー
ル
を
支
援
い
た
し
ま
す
。
谷
川
士

清
は
、
言
葉
を
五
十
音
順
に
配
列
し
た
日
本
初
の
国
語
辞
典
を
作
り

ま
し
た
。

同
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
子
ど
も
た
ち
の
書
道
の
上
達
を
願
っ
て
実
施
さ

れ
て
お
り
、
今
年
度
は
、
約
五
七
五
名
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。



令和５年度 事業進捗報告

④
奨
学
金
授
与
事
業

21
世
紀
の
国
家
・
社
会
の

形
成
に
、
主
体
的
と
な
り
参

画
す
る
国
際
的
な
資
質
を

持
っ
た
日
本
人
の
育
成
に
資

す
る
為
、
七
大
学
13
名
の
大

学
生
に
対
し
奨
学
金
を
授
与

し
ま
し
た
。

大阪学院大学

③
教
育
セ
ミ
ナ
ー
・

講
演
会
等
の
開
催
事
業

本
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
各
種
セ
ミ
ナ
ー
・講

演
会
が
見
送
ら
れ
ま
し
た
が
、
沈
静
化
し
た
折
の

セ
ミ
ナ
ー
・講
演
会
開
催
に
向
け
て
の
書
籍
を
発

行
し
ま
し
た
。

①
江
藤
氏

「
『
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
バ
イ
ア
ス
』

へ
の
意
識
が
も
た
ら
す
可
能
性
」

②
近
藤
氏

「
天
下
人
の
系
譜 

徳
川
家
康
」

③
当
財
団
調
査
研
究
班

「
連
邦
国
家
体
制
・
道
州
制
の
考
察
」
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令和５年度 事業進捗報告
 

そ
の
た
め
に
も
、
重
点
的
な
取
組

の
最
初
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て
、
普

及
・
利
活
用
の
促
進
を
進
め
ね
ば

な
ら
な
い
。
具
体
的
に
は
、
⑴
申

請
・
交
付
環
境
の
整
備
⑵
行
政

サ
ー
ビ
ス
等
の
拡
充
⑶
民
間
サ
ー

ビ
ス
と
の
連
携
⑷
公
金
受
取
口
座

の
活
用
促
進
⑸
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

へ
の
搭
載
等
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
利
便
性
向
上
⑹
次
期
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
検
討
等
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

行
政
事
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
地

域
住
民
が
行
う
行
政
手
続
き
等
に

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
効
率
的

に
利
用
す
る
た
め
に
も
、
普
及
率

が
課
題
で
す
。

行
政
は
普
及
率
を
上
げ
る
た
め

様
々
な
広
報
活
動
や
マ
イ
ナ
ポ
イ

ン
ト
を
付
与
す
る
等
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
打
っ
て
い
ま
す
。
今
後

の
動
向
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

ト
ピ
ッ
ク
ス

⑤
広
報
関
連
事
業

当
財
団
や
関
係
財
団
の
行
な
っ
た
活

動
実
績
に
つ
い
て
、
広
報
紙
「
フ
ュ
ー

チ
ャ
ー
」
に
て
広
く
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
。

又
、
活
動
内
容
、
研
究
成
果
の
発
表

や
、
講
演
会
教
材
と
し
て
の
書
籍
等
も

発
行
し
、
広
く
一
般
に
案
内
・
配
布
し

て
い
き
ま
す
。

２
０
２
３
年
６
月
９
日
に
、
「
デ
ジ

タ
ル
社
会
の
実
現
に
向
け
た
重
点
計

画
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
も
我
が
国
が
目
指
す
デ
ジ
タ
ル
社

会
と
し
て
「
デ
ジ
タ
ル
の
活
用
に
よ
り
、

一
人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
サ
ー

ビ
ス
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
、
多
様
な
幸

せ
が
実
現
で
き
る
社
会
」
が
掲
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。
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